
H28年度より委員が1名少なくなりましたが、今年度も地域の皆様・市民の皆様のご要望を

お聞かせ頂きながら、微力ではありますが、活動を行っていきたいと思います。

よろしくお願いいたします。

平成２８年度を迎え早くも４カ月が立とうとしています。私ども社会福祉法人 緑星の里は今年度

も昨年度同様、地域の中で活用される資源となるべく地域貢献を継続して行っていきます。

① 今年度も地域の中で植苗の小中学校前でこども安全サポーター活動の継続

② 勇払地域での認知症カフェ 毎月第二水曜日開催の継続

③ 高齢者総合相談室 無料相談の実施の継続

こちらの３点を軸に法人として地域の中で活用される資源になる事を目的として、微力ではありま

すが、市民の皆様のニーズの発掘をし地域貢献に積極的に参加していく所存です。

今年度、来年度に向けての取り組みについて

社会福祉法人の地域貢献について平成２９年度には法令にて義務付けられ、更にその重要性が増し

てくる一方 当法人では昨年度よりいち早く地域貢献に取り組んできました。その中で、より先駆的

に皆様のニーズを発掘するべく当委員会にて毎月 活動内容にて議題を論議しております。

平成２８年度の取り組みとして

① 定額 無料サービスの検討 生活困窮者、処遇困難事例についての救済処置の検討

② 市民向け講座の開設（昨年度の実績にて今年度も実施） 植苗地域についても講演の実施の検討

③ 潜在的なサービスの実施（制度内外のサービス不足の検証） サポートセンター開設

④ 就労準備支援及び就労訓練事業・一時生活支援事業の提供（一定期間の宿泊場所の提供）の検討

⑤ 貢献活動法人の見学の実施

この５点を軸に社会福祉法人としての地域貢献を継続して行い市民の皆様のさらなる社会資源とし

てなるべく今年度も進めてまいりたく思いますのでご意見・ご要望等お待ちしております。

これより３カ月に一回のペースにて緑星の輪を発行してまいります。今回は今年度に入りまして初

めての広報誌になります。 どのような考えをもち、貢献をしていきたいかを述べさせていただきま

す。

一つ目は、社会福祉法人の特徴である、非営利性の側面から不採算（利用者）の援助をする事が出

来ないかを念頭に置き実施していく事を目的とする。

二つ目は、地域に密着した組織になり、住民から信頼される法人になる。

三つ目は、ベンチャー企業とは違い長年、福祉分野でのサービスを提供しており、福祉的技術や組

織運 営を身に付けておりその特色を生かしながらの貢献を目指す。

３つの法人としてのメリットを生かし、いかに地域に還元していくかを日々考え委員会に参加して

おります。他の委員会のメンバーもそれぞれ専門的立場から様々な考えをもち社会貢献推進委員会に

参加されております。今回は私、高齢者総合相談室、特別養護老人ホーム生活相談員としての意見を

書かせていただきました。
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1 平成２８年度の取り組みについて

2 今年度もがんばります♬
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今後の予定
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社会貢献推進委員紹介

委員長 尾野清一

副委員長 沼山文久

委員

釘本熙正・渋谷謙一・渡辺伸子・

真鍋旬子・川上元啓・中村由利子

認知症カフェ（勇遊カフェでの様子） 毎月２０名～２５名程度の方が来られます

・勉強会としての利用 ・カフェとしての役割にとて ・地域交流として

認知症の予防や知識の講演 今年度は毎回違う北海道の ゲーム等を通して脳の活性

や体操を毎回行います 銘菓の提供を行ってます を目的として行っています

カフェの様子

推進委員 川上 元啓

12月27日（火） 社会貢献推進委員会

1月16日（月） こども交通安全サポーター活動(植苗小中学校前)


